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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、インドネシア・中央カリマンタン州の河川流域と中部ジャワ地域の水質と土壌汚

染の状況を調査する。中部ジャワ・Wonogiri地域の金鉱石採掘による水銀利用の汚染状況を分
析、将来の土壌回復の方法と政策を提言する。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This research has investigated the water quality pollution of the river basin and soil 
pollution in Central Kalimantan and Central Java area.  
This result of research analyzes the pollution of the mercury by gold mining of 
Wonogiri, Central Java and proposes the method and policy of soil recovery in the 
future. 
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研究分野：環境政策 
科研費の分科・細目：社会科学・環境影響評価・環境政策 
キーワード：インドネシア、中央カリマンタン、中部ジャワ、環境汚染、森林環境、環境教育、

環境修復、ファイトレメディエーション 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 2002年ヨハネスブルグ「持続可能な開発
に関する世界首脳会議(WSSD)」実施計画で
は，地球共同体の持続可能な開発の基本構

成３要素として，①経済開発 ②社会開発 
③環境保全 を相互依存・相互補強として
形成し，また，統合して進める方針とした。
また，社会開発の基礎となる「Ⅳ．経済及
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び社会開発の基礎となる資源の保護と管
理(地域・国家の能力を高め，生態系保存，
土地，水，生物資源の統合的管理の達成)」
は，あらゆるレベルで開発途上国を支援す
ること。又総合的水資源管理及び水効率プ
ランや地表の 1/3 を覆っている森林資源は，
“森林資源の保護と管理＝アジア地域の
持続可能な森林経営”持続可能な開発の相
対的目標として必要不可欠として提案さ
れた。各国では森林に関する協調パートナ
ーシップによる「Intergovernmental Panel on 

Forests (IPF) and the Intergovernmental 

Forum on Forests (IFF)」行動提案の実施を
することとした。この WSSD 実施計画を踏
まえて，環境立国・日本は，「持続可能な
森林経営を達成するための資金，環境保全
において技術移転、貿易及びキャパシテ
ィ・ビルディングに関する国際協力」の強
化を提唱した。開発途上国が多く抱えてい
る熱帯林については，原材料調達の産業・
貿易，都市開発にも影響が拡大する。 

(2) バイオマス燃料の原料としての大規模プ
ランテーションの原因により以前に増し
て保護区以外の無差別伐採の進展状況。 

(3) 多方面にわたるパートナーシップを通し
て各国及び地球規模で持続可能な森林経
営と開発の実情把握。 

(4) 汚染土壌回復・流域の環境資源の回復に
より健康被害を回避する方法の研究。 

 
２．研究の目的 
(1) 自然環境資源の破壊と修復可能性究明 
①無断伐採による大規模プランテーショ 

ン開発の状況と環境や社会問題（先住民の
問題も含める） 

②パームオイル大規模プランテーションか
ら流出の 1.農薬  2.搾油段階，加工段階，
残渣の汚染状況 

③鉱物資源採掘による周辺に及ぼす環境汚
染の状況 

④流域周辺農村地帯への影響，環境社会影響，
農産物への影響  

⑤自然環境資源の修復可能性の予測 
 
(2) 低炭素社会形成のための開発・発展 
①インドネシアの森林プログラムを基礎とする持
続可能な森林経営の社会的な枠組みの構築
(これはアジア森林パートナーシップに基づく) 
②都市計画における森林資源・水資源との共存
の開発（今後のMaster Planの水資源・森林資
源の利用） 

③バイオマス燃料利用の産業としての発展
性・経済効率性・環境負荷低減の研究 

④雇用創出効果の規模、波及経済効果予測 

 

３．研究の方法 
 

(1)調査地域：カリマンタン島 
 
カウンターパートナー：パランカラヤ大学 
WWF (World Wide Fund for Nature) 

-Kalimantan-Indonesia 

 
 
図 1 調査対象地域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①現地調査１Kahayan川と Seruyan川上流域 

(Iran山脈西南西側)伐採による大規模プ 

ランテーション・鉱物資源採掘      

②Barito 川上・中流域(Iran山脈西南側)  

大規模プランテーションからの排水状況 
③Kahayan川とBarito川中流域 都市計画地
域の森林伐採・水資源環境悪化の調査・上
流で行われている金採掘による水銀使用
の影響 

 
(2)調査地域：中部ジャワ地域 
 
カウンターパートナー：ガジャマダ大学 
 
図 2 調査対象地域 

 
 

①居住地域で金鉱石を含む土壌から金を効
率よく抽出するためにドラムで水銀と土
壌を混合・分離するという小規模金採掘を



 

 

している。抽出後水銀を含んだ土壌は未処
理のまま山積放置している。この大量汚染
土壌の浄化・回復を行うため土壌採取・分
析や汚染の範囲調査 

②Bengawan Solo 川上・中流域の水質汚染調
査・環境への環境影響調査 

 
 
図 3 調査フロー 
 
 
 
 
 

 

環境資源修復保全 

現地調査 

土壌・水資源， 
環境状況 

 
 

            環境技術開発 

         

          総合的総合的総合的総合的なななな開発開発開発開発とととと保全保全保全保全    

 
 
４．研究成果 
(1) 鉱物資源の抽出に伴う水銀使用による
土壌汚染,汚染水の状況と周辺の環境資源
への影響・地域社会へ及ぼしている問題の
解決。 

①2002年 WSSD 実施計画の「経済及び社会 
開発の基礎となる天然資源の保護と管理」
と 2009年 UNEPで 2013年までに水銀規制
に関する条約制定および政府間交渉会議
(Intergovernmental Negotiating 

Committee:INC)で「水銀と水銀化合物の人
為的排出から健康と環境を守る」,「劣化し
た土地・水・の回復を達成するための資金，
環境保全において技術移転,貿易及びキャ
パシティ・ビルディングに関する環境技術
の国際協力」の取り組みに貢献できる。 

 

(2) Sweet sorghum に よ る Low Risk 

Technologyで水銀による土壌汚染問題を解
決する。 

①Sweet sorghum は安価であり、水銀吸着力 

が高い。 

②Biofuel の原材料として将来の地域産業,輸
出産業の根幹になっていく。 

③Sweet sorghum によるバイオ燃料の需要将
来予測研究・地域の雇用創出・産業政策の
提言。 
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